












〔研究目的〕 

補体系の生物学的作用の一つとして細胞膜障害作用があり,その際細胞膜上に形勢された

C56-9 の dimer であるドーナツ形の Membrane attack complex(MAC)が膜の脂質 2重層に陥

入し,細胞の膨化破壊を起こすこと,また,補体系はその活性化過程において C3a,C5a、C3b

などの fragment に分かれ,種々の生物学的作用を示すことも知られている 1)。従来,腎炎

における補体の役割は間接的なものであり,主として C5a などによる好中球の遊走促進

や,C3b を介しての免疫粘着現象などに続く好中球よりの proteolytic enzyme の放出が糸

球体毛細血管壁に障害を与えると考えられていた。しかし,膜性腎炎では C3 の明らかな沈

着を認めるにかかわらず,細胞浸潤や細胞増殖に乏しいことより,そのような補体の役割に

よってだけでは説明が困難であり問題が残されていた 2)。最近,動物実験を中心に MAC に

は膜障害作用だけでなく,好中球の役割を介さずに直接毛細血管壁に作用し蛋白尿を発生

させることを示唆する事実がいくつか報告され 3)4),MAC の新しい役割として注目されて

いる。今回,我々は免疫複合体型腎炎の代表として CIassⅣループス腎炎(diffus 

cprdliferative lupus nephritis)を対象に,MAC の局在について酵素抗体法により観察し,

その病態解明に資することを目的とした。 


